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ベトナム・ハノイ市郊外における地下水の起源と地下水涵養機構の検討
Sources and recharge process of groundwater in sub-urban area of Hanoi city, Viet Nam
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ベトナムの首都であるハノイ市では，都市化に伴って水資源の需要が急増している．しかし，ハノイ市の主要な水源の
1つである地下水には，自然由来のヒ素が高濃度に含まれることがある．一方，近年では，もう 1つの主要な水源である
紅河の水量の減少が指摘されている．このため，量・質ともに安定した水源の確保が喫緊の課題となっている．特に郊外
では，地下水が主要な水源であり，開発の進行に伴って揚水量が増加している．これにより，上部帯水層中の地下水位
が大きく低下し，旧来の井戸が枯れる地域も現れている．また，開発に伴う造成によって，小河川・湖沼等の自然水域
や水田が減少している．このように，地表・地下ともに水環境が大きく変化し続けているが，水循環機構については不
明な点が多い．しかし地下水を持続的に利用するためには，地下水の涵養・流動機構を明らかにすることが重要である．
我々は，開発が進行している郊外の複数の集落において，地下水の起源や涵養機構等を明らかにすることを目的として，
地表水・地下水の水質・同位体組成の定期的な観測や地下水年代の検討，地下水位のモニタリングなどを実施している．
我々のこれまでの調査により，紅河より離れた地域では，“蒸発の影響を受けた水”が主要な地下水涵養源の 1つであ

ることが明らかとなっている．上部帯水層（不圧帯水層）の地下水位モニタリングならびに地下水の地球化学性状の定期
観測の結果，地下水位ならびに地下水の酸素・水素安定同位体比は，降水量の雨季・乾季の変動に応じて変動した．た
だし，降水量，地下水位，酸素・水素同位体比の季節的な変動には，それぞれ 1～2カ月程度の時間差が認められた．こ
れらの差は，地表からの水の浸透時間を反映していると考えられた．一方，地下水中のCFCs・SF6濃度から，見かけの
地下水滞留時間として数十年程度の滞留時間を有することが示された．発表では，これらの結果に基づく地下水の起源
や涵養機構の検討結果について報告する．
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